
　（別紙４（２）） 事業所名　グループホーム「かがやきの里」とどろき

目標達成計画 作成日：　令和　3年　4月　20日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 6
身体拘束ゼロを目指してケアの実践をしている
が、4点柵など安全を優先するための身体拘束
はある。

身体拘束ゼロ

4点柵は安全のため必要と判断し行っている
が、入居者の身体的、精神的レベルの変化を
注意深く観察し、必要性や代替策がみつかれ
ば変更する。

12ヶ月

2 4 運営推進会議には地域の参加がない 運営推進会議に地域の方の参加がある 公民館へ挨拶に行き参加のお願いをする。 12ヶ月

3 35
避難訓練に夜勤専従者や地域の方の参加がな
い

避難訓練に夜勤専従者、地域の方の参加
ができる

夜勤専従者に対しては事前に日程のお知らせ
を行い参加してもらう。地域の方には運営推進
会議とともに必要性を説明する。

12ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。
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